
生体試料中のNO  、NO   を

正確に感度高く測定します。
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化学発光法よりも感度が高く測定も簡単

液体クロマトグラフとグリース試薬法のドッキング

生体内一酸化窒素（NO) は生理活性物質として注目されています。生体内一酸化窒素の測定は必要性が高い

にも関わらずその測定がきわめて難しいものであるため、エイコムではNO   NO   の測定からNO の動態を

知ることを目的としてこの装置を開発いたしました。エイコム酸化窒素分析システム ENOシリーズはジア

ゾ化合物の赤色反応の吸光度を測定しますので、安定性に優れ、しかも高感度に測定できます。オートイン

ジェクタ EAS -２０型を組み込むことによりマイクロダイアリシスのサンプリング系からサンプルは外気に

触れることなくオンラインで分析することが出来ます。またフローインジェクションシステムとしても分析

することも可能です。環境関係の試料についても分析できます。
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・きわめて高感度、０．１ピコモルの検出感度があります。・NO　、NO　をカラムで分離測定しますので高い

定量精度が得られます。・実績のある測定法で、安定性と再現性が抜群です。・生体試料の測定に最適です。

・繁雑な処理操作を必要とせず、測定は手軽です。・稼働率は高いです。・移動相、反応液の空運転防止機能が

付いています。
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測定方法　　ジアゾ化反応吸光度測定方法

測定下限　　１０　M×１０μℓ（０．１pmol ）

保護機能　　移動相、反応液空運転防止

恒温機能　　３５℃　一定
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ENO　　３0 を使用して人血漿を分析した際の典型的例です。

１１０ｍM亜硝酸イオンおよび７３μM硝酸イオンが 10μl

の前処理後のサンプルから検出されています。

仕様　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　消耗品

酸化窒素分析システム

データ処理装置＋ＰＣ

ＥＰＣ－７１０( 別売り）
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応用範囲

血液（血漿、血清）、唾液、髄液、尿、その他すべての生体液、マイクロダイアリシス透析液、培養液、組織ホモジナイ

ト上清液、河川水、水道水、地下水、海水、排水など。

エイコム酸化窒素分析システム ENO　　３０型は、試料中の亜硝酸窒素（NO   )、硝酸窒素（NO　）をカラムで分離した後、

NO　が酸性溶液中で芳香族第一アミンと反応して生じるジアゾ化合物に、芳香族アミン類を加えてカップリングして生

じるジアゾ化合物の赤色の吸光度を測定します。NO　は流路系に設置された還元カラムによりNO　に還元されます。

吸光度は濃度に比例しているため定量が可能となります。このジアゾ化合物の赤色反応は環境関係の酸化窒素測定シス

テムで使われている確立された方法で、安定性に優れた高感度分析法です。

測定原理

試料　　標準液１００ｐmol

注入量　（１０　M×１０μｌ）

前処理

感度　　０．０３２ＡＵＦＳ

試料　　血漿

注入量　（１０μｌ）

前処理　１／２　希釈　フィルター

感度　　０．０１６ＡＵＦＳ

試料　　唾液

注入量　（１０μｌ）

前処理　１／ 10　希釈　

感度　　０．１２８ＡＵＦＳ

試料　　尿

注入量　（１０μｌ）

前処理　１／５0　希釈　

感度　　０．０６４ＡＵＦＳ

測定例

　　品　　　名　　　　　　形　式　　　ＥＮＯ－３００　ＥＮＯ－３１０　ＥＮＯ－３２０　ＥＮＯ－３３０
酸化窒素分析システム　　

オートインジェクター　　　　　　　　　

オートサンプラ（冷却器付）　

シリンジポンプ

フラクションコレクタ

同上用冷却器

回転ゲージ（簡易シーベル付）

データ処理装置
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ＥＰＣ－７１０

ＥＮＯ－3０
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触れることなくオンラインで分析することが出来ます。またフローインジェクションシステムとしても分析
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ENO　　３0を使用して人血漿を分析した際の典型的例です。

１１０ｍM亜硝酸イオンおよび７３μM硝酸イオンが 10μl

の前処理後のサンプルから検出されています。

仕様　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　消耗品

酸化窒素分析システム

データ処理装置＋ＰＣ
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